
・北条時政・北条義時・梶原景時

・比企能員・和田義盛・足立遠元

・安達盛⾧・八田知家・三浦義澄

・大江広元・中原親能・三善康信・二階堂行政

１３人、ほとんど名前を知りませんでした。

詳しくは、製作者の三谷幸喜氏の話を

ご一読ください。（参照：ＮＨＫ）

作・三谷幸喜

「新選組！」「真田丸」に続く３作目の大河ドラマ執筆！

「新しい大河ドラマを作ろうと、『こんなタイトル、今まで絶対になかった』というものにした

いと思い、試行錯誤を重ねて、最終的にこの『鎌倉殿の13人』というタイトルに決まりました。

『鎌倉殿』とは、鎌倉幕府の将軍のことです。頼朝が死んだあと、２代目の将軍・頼家という

若者がおりまして、この頼家が２代目ということもあって、『おやじを超えるぞ！』と力が入り

すぎて暴走してしまう。それを止めるために、13人の家臣たちが集まって、これからは合議制で

全てを進めよう、と取り決めます。これが、日本の歴史上、初めて合議制で政治が動いたという

瞬間で、まさに僕好みの設定です。今はまだ、この13人の名前をご存じの方はおそらくほとんど

いないでしょうが、このドラマが2022年にオンエアされて、その年の暮れぐらいになると、もう

日本中の皆さんが13人全員の名前を言えるようになると確信しております。

この13人が勢力争いの中で次々と脱落していくなか、最後に残ったのが「北条義時」です。い

ちばん若かった彼が、最終的に鎌倉幕府を引っ張っていく最高権力者になる。そこまでを、今回

のドラマで描いていきたいと思っています。この時代は本当におもしろい。おもしろいドラマ、

おもしろい物語の要素が全部詰め込まれている時代です。僕の頭では想像もつかないようなドラ

マが、この鎌倉時代に実際に展開していて、それを大河ドラマとして手掛けられるのは、本当に

脚本家冥利に尽きると思っております。」

https://www.arex.ne.jp/staff.php
詳しくは、当社のホームページまで！

『熊倉史枝』を宜しくお願いいたします。


